
 

 

 

 

２００６２００６２００６２００６年度年度年度年度    アジアアジアアジアアジア学院学院学院学院フィリピンフィリピンフィリピンフィリピン研修研修研修研修    研修内容詳細研修内容詳細研修内容詳細研修内容詳細    
 

Ｉ．Ｉ．Ｉ．Ｉ．ネグロスネグロスネグロスネグロス農業研修農業研修農業研修農業研修（（（（1111月月月月11111111日日日日((((木木木木))))～～～～2222月月月月10101010日日日日((((土土土土))))))))    

[日程]2007年１月１１日（木）（早朝）日本人青年：アジア学院出発 

              （午前）フィリピン航空で成田空港を出発しマニラに向かう 

（午後）フィリピン国内航空でマニラからバコロに向かう。     

    バコロ空港からセンターの車でバゴ市・デゥラオ村・サンタリータ集落

研修センターに向う。 

（サンタリータ研修センター泊） 

１月１２日（金）（午前）サンタリータ研修センターに関してのオリエンテーション 

            センター農場の見学 

（午後）サンタリータ集落・近隣農民を訪問 

（サンタリータ研修センター泊） 

１月１３日（土）（午前） プロジェクト,セミナーの計画 

                 （午後）デゥラオ村・村長を表敬訪問、デゥラオ村の地域活動を学ぶ。 

（サンタリータ研修センター泊） 

｜サンタリータ研修センターで日本人青年研修プログラム 

          ｜〔農作業〕 

｜   小グループに分かれ農作業を開始 

｜      １．蔬菜園芸１：作物、野菜、果樹の栽培管理 

｜      ２．蔬菜園芸２：家庭菜園の栽培管理 

｜      ３．畜産１： ヤギの飼養管理、飼料・肥料用灌木の等高線栽培 

｜      ４．畜産２：アヒル･豚・ティラピア飼養管理、生活雑廃水処理システム 

｜ [講義] 

｜      １．熱帯に於ける持続可能な農業(有機農業)の取り組み (石川宗郎) 

｜      ２．サトウキビの島･ネグロスでの自立可能な農業への取り組み(大橋成子)  

     ｜〔見学・視察〕バコロ近隣、 

          ｜  ＮＧＯ関係・農業訓練センター（養護施設とその農場、 

｜     オイスカバゴ訓練センター） 

          ｜〔その他〕サトウキビ農家で実習、農家泊 

１月２２日（月） 

* 先住少数山岳民族(ミンダナオ･ルソン島)農村青年代表がサンタリータ研修センターで合

流する。 

* ネグロス島農業青年も随時参加する。 

（サンタリータ研修センター泊） 

１月２３日（火）     

｜サンタリータ研修センターでの青年交流・研修プログラム 

          ｜〔農作業〕 



 

 

｜   小グループに分かれ朝晩の農作業を開始 

｜      １．蔬菜園芸１：作物、野菜、果樹の栽培管理 

｜      ２．蔬菜園芸２：家庭菜園の栽培管理 

｜      ３．畜産１： ヤギの飼養管理、飼料・肥料用灌木の等高線栽培 

｜      ４．畜産２：アヒル･豚・ティラピア飼養管理、生活雑廃水処理システム 

｜   プロジェクト作業を開始 

｜      １．豚糞利用バイオガス・システム構築 

｜      ２．家庭菜園作り 

｜      ３．炭作りと有機農業 

｜      ４．食品加工等 

｜      ５．自然エネルギー 

｜〔セミナー〕 

               ｜   持続可能な農業セミナー 

｜   １．複合有機農業、傾斜地農業(アリエル・デ・ラ・クルス) 

          ｜   ２．農民組合運動と自給農業(佐藤喜作) 

          ｜   ３．有機農業(佐藤喜作、ジュン・クワン・キム) 

｜   ４．食べ物と健康・薬草の栽培と利用(ルズ・ミンダ・パブロ、ジュン・クワン・キム) 

｜   ５．適正技術(オーク・アイゼンガ) 

          ｜  組織化による農村開発 

          ｜  農地改革と農村開発 

          ｜〔見学・視察〕バコロ近隣、ネグロス島内(シライ等)、パナイ島 

          ｜  １．ＮＧＯ関係・農業訓練センター（ツブラン農場、エイド適正技術財団） 

          ｜  ２．政府関係施設(パナイ島サンタ・バーバラ：果樹・水産試験場) 

｜  ３．民衆貿易による製糖工場(オルター・トレード) 

｜  ４．篤農家・農民組合・女性グループ 

          ｜〔その他〕 

２月 ５日（月）                    （サンタリータ研修センター泊） 

   * 先住少数山岳民族農村青年代表がそれぞれの島･集落に戻る。 

    ｜ 

    ｜ 日本人青年研修を継続 

２月 ７日（水）                    （サンタリータ研修センター泊） 

２月 ８日（木）日本人青年バコロからバスでデゥマゲッティに向かう。 

    ｜〔見学・視察〕デゥマゲッティ 

    ｜  １．シリマン大学･普及部(農村開発、海洋保全の取り組みを学ぶ) 

    ｜  ２．ＮＧＯの活動を学ぶ。(ごみ処理場、リサイクル活動、住居プロジェクト)  

    ｜  ３．ミミズ養殖･有機肥料作り 

２月１０日（土）                     (シリマン大学ゲストハウス泊) 

 

 



 

 

ＩＩＩＩＩＩＩＩ．．．．ミンダナオミンダナオミンダナオミンダナオ農村滞在農村滞在農村滞在農村滞在（（（（2222月月月月11111111日日日日((((日日日日))))～～～～3333月月月月3333日日日日((((土土土土))))））））    

２月１１日（日） 

   (午前)シリマン大学教会で礼拝出席 

   (午後) デゥマゲッティからバス(途中フェリー・ボート利用)でセブに向かう。 

（センデント･ゲストハウス泊） 

２月１２日（月）セブから国内航空でミンダナオ島・ダバオ空港に向う 

    ｜   ダバオ空港からバスで北コタバト州キダパワン市に移動 

   キダパワン市からワゴン車でマノボ族の村に移動 

｜ 〔コタバト州ボンゴラン村、マグペット村、ムア･アン村〕 

               ｜    * 民泊農家の日々の農作業に参加し、農業経験を分かち合う 

               ｜    * ムア･アン村が取り組んでいる地域活動・共同作業に参加 

｜    * 地域の篤農家・実験農場を訪問 

｜   * スポーツ、リクリエイション等による交流            （民泊） 

２月２４日（土） 

２月２５日（日）午後：マノボ族青年たちとムア･アン村からバンサラーン町にワゴン車で移動 

｜〔南ダバオ州バンサラーン町〕 

          ｜ バプテスト農業研修センター 

｜     * 傾斜地土壌保全環境保全型農業への取り組み 

    ｜   * 持続可能な複合農業 

    ｜      * インパクト（普及）地域訪問  

｜                             （ゲストハウス泊） 

２月２７日（火）バンサラーン町からワゴン車でアグサン州サンフラン・シスコ町に移動 

｜      学院卒業生が活動している農民銀行、農業研修センターを訪問 

｜                              (ゲストハウス泊) 

３月 １日（木）サンフラン・シスコ町からワゴン車でダバオ市に移動 

    ｜      ダバオ州内で農村開発・農業普及にかかわっている学院卒業生を訪問 

｜   研修・交流プログラムについて評価反省会 

｜                              (ゲストハウス泊) 

３月 ３日（土） 

（午前）ダバオ国内航空からマニラ経由で成田国際空港に向かう 

（深夜） アジア学院に帰着 

 


